




ー 計算センターから総合情報基盤センターまでの歩み  ー

















































































































































































































































Center for Computer and Information Services）」
へと改組した（写真 8）． 
 













































































ILIS（Integrated Library Information System）
で，F9450Ⅱ端末側のシステムも併せて導入した． 































続は１２番目（N ｰ 1 NET による接続） 
 


































芦田完助手と筆者高井正三技官の 2 人で，1985 年以
降のトリチウム文献データ2779件を蓄積し，富士通
の逆インデックス型大型文献情報検索システム
FAIRS（FACOM Advanced Information Retrieval 
System）を使って，キーワード検索できるようにし
















































































































ー・エム社の提案する IBM 3081-KX4 大型計算機シ
ステムと IBM パーソナル・システム IBM5541-P08
（IBM DOS J4.0）を中心とする343台のPC，学
内LAN としてトークン・リングLAN，国際的な学


















るようになった．OSは IBM VM/CMS（Virtual 

























 図18 上羽（H.R.Weber）先生によるTeX入門マニュアル 
 


































































































































































システム IBM 9121-320（Vector Processor 付き）と











 図25 総合情報処理センター建物とCNSの銘板 
 


























































































































・第1世代 OKITAC 5090-C（最後の1年間） 
・第2世代 FACOM 230-45S（10.5年） 
・第3世代 FACOM M-360 AP（4.5年） 
・第4世代 IBM 3081-KX4 
・特別予算で IBM RS/6000-580×2 
・第5世代 IBM 4381-T92 
・第6世代 IBM 9121-320＋Vector, RS/6000-SP 
・第7世代 Dual AlphaUP264/833EE-2048L×12 


































  BASICS／STATISTICS／GRAPH／ETS／OR， 




































・FORTRAN－Ｓ（FACOM 230-45S 版）， 
・Fortran77，Fortran90（FACOM M-Series，IBM） 
・C++（Bell研のBjarne StroustrupがCを拡張し，
Object Oriented Programmingを可能にした） 
・Pascal（ETH Zürich,Niklaus Wirthが開発） 
・PL/I（Programming Language/Ⅰ(One)） 
・COBOL（COmmon Business Oriented Language：
米海軍のGrace Murray Hopper 中佐が開発） 
・APL（A Programming Language） 
・LISP（LISt Processor：UTI-LISP，Common LISP） 
・Prolog（Program in Logic） 
・REXX（REstructured eXtended eXecutor：IBM 
のMike Cowlishaw が開発） 
・Java（Sun Microsystems 社の James Gosling が
開発） 
・Perl（Practical Extraction and Report Language：
Larry Wall が開発） 
・Ruby（日本人：まつもとゆきひろMatzが開発） 
・PHP（始まりはPersonal Home Page tools で，現
在はPHP: Hyper Preprocessorの再帰的な頭字語：
Rasmus Lerdorfが開発） 
・Python（Guido van Rossum が開発） 









・JMP（John's Macintosh Products） 
・TSP（Time Series Processor） 
・SHAZAM 
・MATLAB 
［その他の言語］ 
・TeX，LaTeX 
・HTML 
 
12．データベース 
・日経NEEDS･･･マクロMACRO，金融MONEY，
エネルギーENERGY，中国CHINA 
・地震震源データベース･･･1960年以降約20万件 
・経済関係DB･･･有価証券報告書，株価収益率 
・トリチウム文献データベース･･･2779件 
・電総研手書き文字パターンDB･･･約20万件 
・日本現存朝鮮古書データベース･･･集部3,000件 
 
13．その他，行事など 
・夢大学 inTOYAMA 
・公開講座 
・教務事務電算化委員長（学生証の磁気カード化，各
種証明書自動発行機の導入） 
・情報処理教育部会委員，テキスト作成 
・講習会 
・子供向け情報科学週間行事参画 
・理学部同窓会理事，幹事長，副会長，広報委員長 
・富山大学同窓会連合会幹事長（４期8年） 
・2015PCC 開催（実行委員長） 
 
14．富山大学情報センターへの期待 
 やり残した，１）学生ポータルとSingle Sign-On，
２）PCの必携化とPC工房設置，3）電子教科書教材
の整備とVirtual Professorによる情報処理の講義を，
是非近い将来に実現して欲しい．そして，Center 
Oriented Center をポリシーとして，全国の見本とな
るような，学生，教職員が誇れる「情報センター」を
目指して欲しい．大学ホームページのユーザビリティ 
で，全国1位になったように． 
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